




　ウィルソン病の診断には血中セルロプラスミン値の測定が重要である。血液

濾紙を用いた免疫学的簡易測定法を考案しマススクリーニングとして使用可能

かどうか検討した。

　検体として正常な新生児、乳児.小児、成人及びウイルソン病の患老の各々

PKU 用採血濾紙スポットと血清を用いた。方法は 1.5％の寒天に抗セルロプラ

スミン血清を加え、トレイに流し固める。その上に血液濾紙を 3mm にパンチし

てのせ、室温一夜放置後生食で洗滌し、1％アミドプラッタで染色し、稀釈酢

酸溶液て脱色後反応環の径を測定した。血清はマンシーニー法によって測定し

た。


